
平成２９年３月３日 

 

社団法人日本クラシック音楽事業協会御中 

 

音楽による福島まち造り実行委員会 

代表 三浦尚之 

推薦者］一般社団法人日本クラシック音楽事業協会 理事・大内栄和、参与・善積俊夫 

 

復興支援音楽祭実施報告 

 

日程：２０１７年２月４日（土）１４時００分～１８時００分 

会場：福島市音楽堂大ホール ＆ 古関裕而記念館サロン 

出演：基調講演：赤坂憲雄（福島県立博物館長）演奏：民謡歌手（藤堂輝明、根本美希、

佐藤木綿子）、三味線(上原潤之助)、佐藤正治（パーカッション）、 

中村明一(尺八)、平野友梨(お囃子)、伝統文化みらい協会(踊り) 

スタッフ：三浦隆晴（舞台監督）、花岡美智（音響） 

 

内容： 

＊基調講演：「歌を携えて、故郷へ」 福島県立博物館長・赤坂憲雄 

 

＊コンサート第一部： プロローグ「さんさしぐれ」 

     「刈干切唄」「秋田音頭」「新相馬節」「会津磐梯山」「三春甚句」 

 

コンサート第二部：  

   「神保山谷」「悠」「相撲甚句」「黒田節」「福島花物語」(本邦初演)、 

   エピローグ「ソーラン節」 

 

＊ふれあい交流会 

    

来場者：約６７６名 

 

目的： 

 福島県田村市、南相馬市、川俣町、広野町、楢葉町、富岡町、川内村、大熊町、双

葉町、浪江町、葛尾村、飯舘村は、２０１１年３月の東日本大震災による福島第１原発

事故で大量の放射線に見舞われ、現在８９，３２３名がいまだに避難生活を余儀なくさ



れています。その内、心身不調が６２．１％、また家族分散が４７．５％に上っています。

徐々に避難解除された市町村もありますが、多くの人々は、帰還することへの躊躇、

不安を感じています。こうした状況を鑑み、懐かしい故郷の唄を聞くことにより、失わ

れた昔の楽しい想い出を蘇らせる機会を提供したいと、音楽による福島まち造り実行

委員会は、「ふるさとの唄・日本の心」音楽祭を開催いたしました。避難の困難を強い

られている福島県民の心の復興に寄与できれば、幸いでした。 

 

成果： 

 基調講演者の赤坂憲雄館長は、「故郷とは、日常から離れて地域が一体になれ

る場所。被災地を回り続けて唄の力が人々の気持ちを支えているのだと気付い

た」と話しました。 

また、民謡歌手3人とお囃子、そして演奏家（尺八、三味線、パーカッション）

に合わせた伝統文化みらい協会（小学生1年から大学生1年の17名）との踊りが、

新たな民謡の創造に寄与したと、多くの聴衆から評価された。 

ＮＨＫ総合テレビ、福島テレビ、福島放送、テレビユー福島でニュースとし

て放送され、また福島民報、福島民友新聞に評価記事が掲載されました。 

 

経費報告： 

旅費交通費：１７４，８００円 

＜内訳＞赤坂憲雄（講演者）、藤堂輝明、根本美希（民謡歌手）、中村明一、

（尺八）、佐藤正治（パーカッション）、佐藤香（楽器調整者）、 

上原潤之助(三味線)、三浦隆晴（舞台監督）、花岡美智（音響）、 

北沢怜（マネージャー）、三浦尚之（芸術監督） 

東京～福島（東北新幹線）１１名＝１７４，８００円 

 

宿泊費：リッチモンド・ホテル福島泊９名＝６２，５５０円 

藤堂輝明、根本美希（民謡歌手）、中村明一、（尺八）、佐藤正治（パ

ーカッション）、佐藤香（楽器調整者）、上原潤之助(三味線)、 

三浦隆晴（舞台監督）、花岡美智（音響）、北沢怜（マネージャー） 

９名＝６２，５５０円 

 

合計 ２３７，３５０円 

 

以上 

  







 

  









 


